
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 アンカー工の機能保全における草刈作業の試行事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「地すべり防止施設の機能保全の手引き～アンカー工編～（平成 27 年 7 月）」の巻末資料より採録し

たものである。 
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10  その他の機能回復手法事例 
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1 水路工における機能回復事例 

 水路工において、ひび割れなどによって漏水が起きている場合の機能回復事例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.1 水路工のひび割れ補修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.2 水路工の更新 
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2 堰堤工における機能回復事例 

 堰堤工における機能回復事例（紹介する事例は砂防堰堤での事例）を示す。 

下記の事例は、堰堤工の安定性を確保することを目的とした事例である。堰堤工の安定

性を確保するためには、下流腹付け工法が最も一般的に施工されているが，本堰堤の規模

が大きい場合、単純な下流腹付け工法ではコンクリートの数量が増大し，運搬も含め経済

的に不利になる場合がある。下記の事例では、グラウンドアンカー工を併用している。グ

ラウンドアンカー工法は、河床岩盤と堰堤とをアンカーで結ぶことにより堰堤の滑動や転

倒を防ぐものであり、これを併用することで下流腹付け工法に用いるコンクリート量を減

らす選択をした（図-2.1③赤枠囲み内参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.1 堰堤工に対する主な補強対策断面図（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2 堰堤工に対する補強工事の事例（砂防堰堤へのグラウンドアンカー工法の適用） 

 

（図-2.1、図-2.2 および説明文は、下記の文献から抜粋、一部改変した。 

出典：熊田 泰幸「グランドアンカー工法を活用した 砂防堰堤の補強工事について」 

関東地方整備局ホームページ

(www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000105744.pdf)   

アンカー工が追

加されている 
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3 法面保護工における機能回復事例 

 排土工などに伴う法面保護工のうち、排土法面へのモルタル吹付け工にひび割れや表面

の劣化が生じた場合の機能回復事例を示す。 

 ここで示すひび割れ補修工は、ひび割れから水などが内部へ侵入しないように、主に樹

脂系材料やセメントを注入・充填してひび割れをシールする工法である。 

 ひび割れの補修は、コンクリート構造物の補修では広く行われているが、法面では施工

時のひび割れ補修で用いられる例があるものの、維持管理段階ではあまり用いられていな

い。しかし、モルタル吹付け工等に生じたひび割れが開口すると、遮水性が損なわれるこ

とから、機能回復工として、ひび割れ補修は重要である。 

 

 

図 3.1 ひびわれ補修工法の施工例（ひび割れへの充填材の注入作業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図-3.1 および説明文は、下記の文献から抜粋、一部改変した。 

出典：のり面診断・補修補強研究会 「吹付のり面診断・補修補強の手引き」） 
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